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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信ネットワークにおいて動作可能な加入者ステーションのハンドオーバ制御を提
供する方法であって、
　複数の移行イベント中に前記無線通信ネットワークに係る複数のノードの２つのノード
の間を移行する加入者ステーションによる前記複数の移行イベントをある期間内にモニタ
するステップと、
　前記期間内にモニタされた前記複数の移行イベントが所定の閾値を超えたと判断するス
テップと、
　前記複数の移行イベントに係る移行イベント情報を有するローミング管理リクエストを
生成するステップと、
　前記無線通信ネットワークに係る前記複数のノードのノードが前記加入者ステーション
によるさらなる移行イベントを減少させるよう前記ノード又は近傍ノードの１以上のコン
フィギュレーションを調整することを可能にするため、前記ローミング管理リクエストを
前記ノードに送信するステップと、
を有する方法であって、
　前記ノード又は前記近傍ノードのコンフィギュレーションは、送信電力、受信感度又は
クリアチャネル評価の１以上を含む方法。
【請求項２】
　前記ノードからローミング管理レスポンスを受信するステップをさらに有し、



(2) JP 4921554 B2 2012.4.25

10

20

30

40

50

　前記ローミング管理レスポンスは、さらなる移行イベントを減少させるための前記加入
者ステーションのコンフィギュレーション情報を含む、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記ローミング管理リクエストを生成するステップは、前記複数の移行イベントのそれ
ぞれの移行識別、移行タイムスタンプ、移行理由、ターゲット識別、ソース識別、受信信
号強度インジケータ、受信信号対ノイズインジケータ、送信電力、ローミングヒステリシ
ス、受信感度又はクリアチャネル評価の少なくとも１つに係る情報を有するリクエストを
生成することを含む、請求項１記載の方法。
【請求項４】
　前記移行イベント情報を生成するため、前記複数の移行イベントのそれぞれに係る情報
を記録するステップをさらに有する、請求項１記載の方法。
【請求項５】
　前記ローミング管理リクエストを生成する前、前記加入者ステーションのローミングヒ
ステリシスを増大させるステップをさらに有する、請求項１記載の方法。
【請求項６】
　前記送信するステップは、ＷＬＡＮに係るアクセスポイント、ＷＭＡＮに係る基地局、
ＷＷＡＮに係る基地局又は無線メッシュネットワークに係る他の加入者ステーションの少
なくとも１つに前記ローミング管理リクエストを送信することを有する、請求項１記載の
方法。
【請求項７】
　前記加入者ステーションと通信中のノードからのローミング管理レスポンスのコンフィ
ギュレーション情報に基づき前記加入者ステーションのハンドオーバを減少させるため前
記加入者ステーションの１以上のコンフィギュレーションを調整するステップをさらに有
し、
　前記コンフィギュレーション情報は、送信電力、ローミングヒステリシス、受信感度、
クリアチャネル評価又はローミング候補の少なくとも１つに係る情報を有する、請求項１
記載の方法。
【請求項８】
　アクセス時にマシーンに、
　複数の移行イベント中に無線通信ネットワークに係る複数のノードの２以上のノードの
間を移行する加入者ステーションによる前記複数の移行イベントをある期間内にモニタす
るステップと、
　前記期間内にモニタされた前記複数の移行イベントが所定の閾値を超えたと判断するス
テップと、
　前記複数の移行イベントに係る移行イベント情報を有するローミング管理リクエストを
生成するステップと、
　前記無線通信ネットワークに係る前記複数のノードのノードが前記加入者ステーション
によるさらなる移行イベントを減少させるよう前記ノードの１以上のコンフィギュレーシ
ョンを調整することを可能にするため、前記ローミング管理リクエストを前記ノードに送
信するステップと、
を実行させるマシーンアクセス可能な命令を格納するマシーンアクセス可能な媒体であっ
て、
　前記ノードの１以上のコンフィギュレーションは、送信電力、受信感度又はクリアチャ
ネル評価の１以上を含む媒体。
【請求項９】
　前記マシーンアクセス可能な命令は、アクセス時に前記マシーンに、前記ノードからロ
ーミング管理レスポンスを受信するステップをさらに実行させ、
　前記ローミング管理レスポンスは、さらなる移行イベントを減少させるための前記加入
者ステーションのコンフィギュレーション情報を含む、請求項８記載の媒体。
【請求項１０】
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　前記ローミング管理リクエストを生成するステップはさらに、前記複数の移行イベント
のそれぞれの移行識別、移行タイムスタンプ、移行理由、ターゲット識別、ソース識別、
受信信号強度インジケータ、受信信号対ノイズインジケータ、送信電力、ローミングヒス
テリシス、受信感度又はクリアチャネル評価の少なくとも１つに係る情報を有するリクエ
ストを生成することを含む、請求項８記載の媒体。
【請求項１１】
　前記マシーンアクセス可能な命令は、アクセス時に前記マシーンに、前記移行イベント
情報を生成するため、前記複数の移行イベントのそれぞれに係る情報を記録するステップ
をさらに実行させる、請求項８記載の媒体。
【請求項１２】
　前記マシーンアクセス可能な命令は、アクセス時に前記マシーンに、前記ローミング管
理リクエストを生成する前、前記加入者ステーションのローミングヒステリシスを増大さ
せるステップをさらに実行させる、請求項８記載の媒体。
【請求項１３】
　前記ローミング管理リクエストを送信するステップは、ＷＬＡＮに係るアクセスポイン
ト、ＷＭＡＮに係る基地局、ＷＷＡＮに係る基地局又は無線メッシュネットワークに係る
他の加入者ステーションの少なくとも１つに前記ローミング管理リクエストを送信するこ
とを有する、請求項８記載の媒体。
【請求項１４】
　前記マシーンアクセス可能な命令は、アクセス時に前記マシーンに、前記加入者ステー
ションと通信中のノードからのローミング管理レスポンスのコンフィギュレーション情報
に基づき前記加入者ステーションのハンドオーバを減少させるため前記加入者ステーショ
ンの１以上のコンフィギュレーションを調整させ、
　前記コンフィギュレーション情報は、送信電力、ローミングヒステリシス、受信感度、
クリアチャネル評価又はローミング候補の少なくとも１つに係る情報を有する、請求項８
記載の媒体。
【請求項１５】
　複数の移行イベント中に無線通信ネットワークに係る複数のノードの２以上のノードの
間を移行する加入者ステーションによる前記複数の移行イベントをある期間内にモニタす
る移行モニタと、
　前記移行モニタに動作接続され、前記期間内の前記複数の移行イベントが所定の閾値を
超えたと判断すると、前記複数の移行イベントに係る移行イベント情報を有するローミン
グ管理リクエストを前記加入者ステーションにおいて生成するリクエスト生成手段と、
　前記リクエスト生成手段に動作接続され、前記無線通信ネットワークに係る前記複数の
ノードのノードが前記加入者ステーションによるさらなる移行イベントを減少させるよう
前記ノードの１以上のコンフィギュレーションを調整することを可能にするため、前記ロ
ーミング管理リクエストを前記ノードに送信するネットワークインタフェース装置と、
を有する装置。
【請求項１６】
　前記ネットワークインタフェース装置は、前記ノードからローミング管理レスポンスを
受信するよう構成され、
　前記ローミング管理レスポンスは、さらなる移行イベントを減少させるための前記加入
者ステーションのコンフィギュレーション情報を含む、請求項１５記載の装置。
【請求項１７】
　前記リクエスト生成手段は、前記複数の移行イベントのそれぞれの移行識別、移行タイ
ムスタンプ、移行理由、ターゲット識別、ソース識別、受信信号強度インジケータ、受信
信号対ノイズインジケータ、送信電力、ローミングヒステリシス、受信感度又はクリアチ
ャネル評価の少なくとも１つに係る情報を有するリクエストを生成するよう構成される、
請求項１５記載の装置。
【請求項１８】
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　前記移行イベント情報を生成するため、前記複数の移行イベントのそれぞれに係る情報
を記録するイベントレコーダをさらに有する、請求項１５記載の装置。
【請求項１９】
　前記ローミング管理リクエストを生成する前に、前記加入者ステーションのローミング
ヒストリシスを増大させるコンフィギュレーション調整手段をさらに有する、請求項１５
記載の装置。
【請求項２０】
　前記ネットワークインタフェース装置は、ＷＬＡＮに係るアクセスポイント、ＷＭＡＮ
に係る基地局、ＷＷＡＮに係る基地局又は無線メッシュネットワークに係る他の加入者ス
テーションの少なくとも１つに前記ローミング管理リクエストを送信する、請求項１５記
載の装置。
【請求項２１】
　前記加入者ステーションと通信中のノードからのローミング管理レスポンスのコンフィ
ギュレーション情報に基づき前記加入者ステーションのハンドオーバを減少させるため前
記加入者ステーションの１以上のコンフィギュレーションを調整するコンフィギュレーシ
ョン調整手段をさらに有し、
　前記コンフィギュレーション情報は、送信電力、ローミングヒステリシス、受信感度、
クリアチャネル評価又はローミング候補の少なくとも１つに係る情報を有する、請求項１
５記載の装置。
【請求項２２】
　前記送信されるローミング管理リクエストは、前記ノード又は近傍ノードが前記加入者
ステーションによるさらなる移行イベントを減少させるよう前記ノード又は前記近傍ノー
ドの１以上のコンフィギュレーションを調整することを可能にし、
　前記コンフィギュレーションは、送信電力、受信感度又はクリアチャネル評価の１以上
を含む、請求項１５記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、一般に無線通信システムに関し、より詳細には、無線通信ネットワークに係
るハンドオーバ制御システムを提供する方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　オフィス、家庭、学校などにおいて無線通信が普及するに従って、任意の時点及び／又
は任意の場所における計算及び通信要求を満たすため、各種無線技術及びアプリケーショ
ンが並行して動作するかもしれない。例えば、各種及び／又は複数の無線通信ネットワー
クが、無線環境により大きな計算及び／若しくは通信能力、より大きな可動性並びに／又
は最終的にシームレスなローミングを提供するため共存しているかもしれない。
【０００３】
　特に、ＷＰＡＮ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）
は、オフィスの作業スペースや家の中の部屋など比較的小さなスペース内における高速で
短距離の接続を提供する。ＷＬＡＮ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔ
ｗｏｒｋ）は、オフィスの建物、家、学校などの内部においてＷＰＡＮより広範な範囲を
提供する。ＷＭＡＮ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｍｅｔｒｏｐｏｌｉｔａｎ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔ
ｗｏｒｋ）は、例えば、より広範な地理的エリアにおいて建物を互いに接続することによ
って、ＷＬＡＮより大きな距離をカバーするかもしれない。ＷＷＡＮ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ
　Ｗｉｄｅ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）は、このようなネットワークがセルラーインフ
ラストラクチャにおいて広く配置されるため、最も広範な領域を提供するかもしれない。
上記無線通信ネットワークのそれぞれは異なる利用をサポートするかもしれないが、これ
らのネットワークにおける共存は、任意の時点及び場所における接続性を備えたよりロウ
バストな環境を提供するかもしれない。
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【図面の簡単な説明】
【０００４】
【図１】図１は、ここに開示される方法及び装置の一実施例による無線通信システムの概
略図である。
【図２】図２は、一例となるＷＬＡＮのブロック図である。
【図３】図３は、図２の一例となるＷＬＡＮの一例となるハンドオーバ制御システムを示
す。
【図４】図４は、図２の一例となるハンドオーバ制御システムの一例となる加入者ステー
ションが構成される一方法を示す。
【図５】図５は、図２の一例となるハンドオーバ制御システムの一例となるアクセスポイ
ント（ＡＰ）が構成される一方法を示す。
【図６】図６は、図２の一例となるハンドオーバ制御システムの一例となるＡＰコントロ
ーラが構成される一方法を示す。
【図７】図７は、図２の一例となる加入者ステーションの一例となる無線通信プラットフ
ォームを実現するのに利用される一例となるプロセッサシステムのブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【０００５】
　一般に、無線通信ネットワークに係るハンドオーバ制御システムを提供する方法及び装
置がここに記載される。ここに記載される方法及び装置は、これに限定されるものでない
。
【０００６】
　図１を参照するに、一例となる無線通信システム１００は、１１０，１２０，１３０と
して全体表示される１以上の無線通信ネットワークを有する。特に、無線通信システム１
００は、ＷＰＡＮ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）
１１０、ＷＬＡＮ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）１２０
及びＷＭＡＮ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｍｅｔｒｏｐｏｌｉｔａｉｎ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏ
ｒｋ）１３０を有する。図１は、３つの無線通信ネットワークを示しているが、無線通信
システム１００は、より多くの又はより少ない無線通信ネットワークを有するかもしれな
い。例えば、無線通信システム１００は、さらなるＷＰＡＮ、ＷＬＡＮ及び／又はＷＭＡ
Ｎを有するかもしれない。ここに記載される方法及び装置は、これに限定されるものでな
い。
【０００７】
　無線通信システム１００はまた、１４０，１４２，１４４，１４６，１４８として全体
表示される１以上の加入者ステーションを有するかもしれない。例えば、加入者ステーシ
ョン１４０，１４２，１４４，１４６，１４８は、デスクトップコンピュータ、ラップト
ッポコンピュータ、携帯コンピュータ、タブレットコンピュータ、携帯電話、ページャ、
オーディオ及び／若しくはビデオプレーヤー（ＭＰ３プレーヤーやＤＶＤプレーヤーなど
）、ゲーム装置、ビデオカメラ、デジタルカメラ、ナビゲーション装置（ＧＰＳ装置など
）、無線周辺装置（プリンタ、スキャナ、ヘッドセット、キーボード、マウスなど）、医
療装置（心拍数モニタ、血圧モニタなど）並びに／又は他の適切な固定、携帯若しくはモ
バイル電子装置などの無線電子装置を含むかもしれない。図１は５つの加入者ステーショ
ンしか示していないが、無線通信システム１００は、より多くの又はより少ない加入者ス
テーションを有してもよい。
【０００８】
　各加入者ステーション１４０，１４２，１４４，１４６，１４８は、無線通信ネットワ
ーク１１０，１２０及び／又は１３０の１以上により提供されるサービスにアクセスする
ことが許可されているかもしれない。加入者ステーション１４０，１４２，１４４，１４
６，１４８は、ＳＳ（Ｓｐｒｅａｄ　Ｓｐｅｃｔｒｕｍ）変調（例えば、ＤＳ－ＣＤＭＡ
（Ｄｉｒｅｃｔ　Ｓｅｑｕｅｎｃｅ　Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　
Ａｃｃｅｓｓ）及び／又はＦＨ－ＣＤＭＡ（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｈｏｐｐｉｎｇ　Ｃｏ
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ｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）など）、ＴＤＭ（Ｔｉｍｅ－
Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）変調、ＦＤＭ（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ－Ｄ
ｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）変調、ＯＦＤＭ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　
Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ－Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）変調（例えば、Ｏ
ＦＤＭＡ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ－Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｔｉｐ
ｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）など）、ＭＤＭ（Ｍｕｌｔｉ－Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｍｏｄｕｌａｔｉ
ｏｎ）、及び／又は他の適切な無線リンクを介して通信するための変調技術などの各種変
調技術を利用可能である。例えば、ラップトップコンピュータ１４０は、ＷＰＡＮ１１０
を実現するためＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＵＷＢ（Ｕｌｔｒａ－Ｗｉｄｅ　Ｂａ
ｎｄ）及び／又はＲＦＩＤ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔ
ｉｏｎ）などの極めて低い電力しか要求しない適切な無線通信プロトコルに従って動作す
るかもしれない。特に、ラップトップコンピュータ１４０は、ビデオカメラ１４２及び／
又はプリンタ１４４など、ＷＰＡＮ１１０に関連付けされる各装置と無線リンクを介し通
信するかもしれない。
【０００９】
　他の例では、ラップトップコンピュータ１４０は、ＤＳＳＳ（Ｄｉｒｅｃｔ　Ｓｅｑｕ
ｅｎｃｅ　Ｓｐｒｅａｄ　Ｓｐｅｃｔｒｕｍ）変調及び／又はＦＨＳＳ（Ｆｒｅｑｕｅｎ
ｃｙ　Ｈｏｐｐｉｎｇ　Ｓｐｒｅａｄ　Ｓｐｅｃｔｒｕｍ）変調を利用して、ＷＬＡＮ１
２０（ＩＥＥＥ（Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｅｌｅｃｒｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｅｌｅｃｔ
ｒｏｎｉｃ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ）により開発された８０２．１１規格ファミリー及び／
又はこれらの規格の変形及び進化など）を実現するかもしれない。例えば、ラップトップ
コンピュータ１４０は、プリンタ１４４、携帯コンピュータ１４６及び／又はスマートフ
ォン１４８などのＷＬＡＮ１２０に関連付けされた各装置と無線リンクを介し通信するか
もしれない。ラップトップコンピュータ１４０はまた、無線リンクを介しアクセスポイン
ト（ＡＰ）１５０と通信するかもしれない。ＡＰ１５０は、以下で詳細に説明されるよう
に、ルータ１５２と動作接続されるかもしれない。あるいは、ＡＰ１５０及びルータ１５
２は、単一の装置（無線ルータなど）に統合されるかもしれない。
【００１０】
　ラップトップコンピュータ１４０は、ＯＦＤＭ変調を利用して、無線周波数信号を複数
の小さな信号に分割し、各周波数で同時に送信することによって、大量のデジタルデータ
を送信するかもしれない。特に、ラップトップコンピュータ１４０は、ＯＦＤＭ変調を利
用してＷＭＡＮ１３０を実現するかもしれない。例えば、ラップトップコンピュータ１４
０は、固定、携帯及び／又はモバイルブロードバンドワイヤレスアクセス（ＢＷＡ）ネッ
トワーク（２００４年９月１８日に公表されたＩＥＥＥ規格８０２．１６－２００４、２
００６年２月２８日に公表されたＩＥＥＥ規格８０２．１６ｅ、２００５年１２月１日に
公表されたＩＥＥＥ規格８０２．１６ｆなど）が１６０，１６２，１６４として全体表示
される基地局と無線リンクを介し通信するため、ＩＥＥＥにより開発された８０２．１６
規格ファミリーに従って動作可能である。
【００１１】
　上記具体例のいくつかはＩＥＥＥにより開発された規格に関して説明されたが、ここに
開示される方法及び装置は、他の特別な利害グループ及び／又は規格開発組織（例えば、
Ｗｉ－Ｆｉ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｆｉｄｅｌｉｔｙ）アライアンス、ＷｉＭＡＸ（Ｗｏｒ
ｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅｒｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃ
ｃｅｓｓ）フォーラム、ＩｒＤＡ（Ｉｎｆｒａｒｅｄ　Ｄａｔａ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏ
ｎ）、３ＧＰＰ（Ｔｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏ
ｊｅｃｔ）など）により開発された多数の仕様及び／又は規格に容易に適用可能である。
ここに記載される方法及び装置は、これに限定されるものでない。
【００１２】
　ＷＬＡＮ１２０及びＷＭＡＮ１３０は、イーサネット（登録商標）、デジタル加入者線
（ＤＳＬ）、電話線、同軸ケーブル及び／又は何れかの無線接続などとの接続を介し、イ
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ンターネット、電話ネットワーク（ＰＳＴＮ（Ｐｕｂｌｉｃ　Ｓｗｉｔｃｈｅｄ　Ｔｅｌ
ｅｐｈｏｎｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）など）、ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒ
ｋ）、ケーブルネットワーク及び／又は他に無線ネットワークなどの一般的なパブリック
若しくはプライベートネットワーク１７０に動作接続されるかもしれない。一例では、Ｗ
ＬＡＮ１２０は、ＡＰ１５０及び／又はルータ１５２を介し一般的なパブリック又はプラ
イベートネットワーク１７０に動作接続される。他の例では、ＷＭＡＮ１３０は、基地局
１６０，１６２及び／又は１６４を介し一般的なパブリック又はプライベートネットワー
ク１７０に動作接続されるかもしれない。
【００１３】
　無線通信システム１００は、他の適切な無線通信ネットワークを有するかもしれない。
例えば、無線通信システム１００は、ＷＷＡＮ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｗｉｄｅ　Ａｒｅａ
　Ｎｅｔｗｏｒｋ）（図示せず）を有するかもしれない。ラップトップコンピュータ１４
０は、ＷＷＡＮをサポートするため、他の無線通信プロトコルに従って動作するかもしれ
ない。特に、これらの無線通信プロトコルは、ＧＳＭ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆ
ｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）技術、ＷＣＤＭＡ（Ｗｉｄｅｂａ
ｎｄ　Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ　）技術、ＧＰＲＳ
（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅｓ）技術、ＥＤＧＥ（Ｅ
ｎｈａｎｃｅｄ　Ｄａｔａ　ＧＳＭ　Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ）技術、ＵＭＴＳ（Ｕｎｉ
ｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）
技術、３ＧＰＰ技術、これらの技術に基づく規格、これらの規格の変形及び進化、並びに
／又は他の適切な無線通信規格など、アナログ、デジタル及び／又はデュアルモード通信
システム技術に基づくかもしれない。図１は、ＷＰＡＮ、ＷＬＡＮ及びＷＭＡＮを示すが
、無線通信システム１００は、ＷＰＡＮ、ＷＬＡＮ、ＷＭＡＮ及び／又はＷＷＡＮの他の
組み合わせを含むかもしれない。ここに記載される方法及び装置は、これに限定されるも
のでない。
【００１４】
　無線通信システム１００は、携帯電話システム、衛星システム、ＰＣＳ（Ｐｅｒｓｏｎ
ａｌ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ）、双方向無線システム、一方向ペー
ジャシステム、双方向ページャシステム、パーソナルコンピュータ（ＰＣ）システム、Ｐ
ＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄａｔａ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）システム、ＰＣＡ（Ｐｅｒｓ
ｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｉｎｇ　Ａｃｃｅｓｓｏｒｙ）システム及び／又は他の何れか適
切な通信システムを実現するため、ネットワークインタフェース装置及び周辺装置（ネッ
トワークインタフェースカード（ＮＩＣ）など）、アクセスポイント（ＡＰ）、再配分ポ
イント、エンドポイント、ゲートウェイ、ブリッジ、ハブなどの他のＷＰＡＮ、ＷＬＡＮ
、ＷＭＡＮ及び／又はＷＷＡＮ装置（図示せず）を有するかもしれない。特定の具体例が
上述されたが、本開示のカバー範囲はこれに限定されるものでない。
【００１５】
　図２の具体例では、無線通信ネットワーク２００は、加入者ステーション（ＳＴＡ）２
１０と、２２０，２２２，２２４として全体表示される１以上のアクセスポイント（ＡＰ
）とを有するかもしれない。無線通信ネットワーク２００はまた、ＡＰ２２０，２２２，
２２４に動作接続されたＡＰコントローラ２３０を有するかもしれない。例えば、無線通
信ネットワーク２００は、ＩＥＥＥ８０２．１１規格ファミリー及び／又はこれらの規格
の変形及び進化（ＩＥＥＥ８０２．１１　Ｔａｓｋ　Ｇｒｏｕｐ　ｋ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅ
ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｅｎｈａｎｃｅｍｅｎｔｓ）、ＩＥＥＥ８０２
．１１　Ｔａｓｋ　Ｇｒｏｕｐ　ｒ（Ｆａｓｔ　Ｒｏａｍｉｎｇ／Ｆａｓｔ　ＢＳＳ　Ｔ
ｒａｎｓｉｔｉｏｎ）、及び／又はＩＥＥＥ８０２．１１　Ｔａｓｋ　Ｇｒｏｕｐ　ｖ（
Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ）など）に従って動作するＷ
ＬＡＮであるかもしれない。図２はＷＬＡＮを示しているが、ここに記載される方法及び
装置は、ＷＰＡＮ、ＷＭＡＮ、ＷＷＡＮ及び／又は無線メッシュネットワークなどの他の
タイプの無線通信ネットワークに容易に適用可能である。一例では、無線通信ネットワー
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ク２００は、ＡＰの代わりに１以上の基地局を有するＷＭＡＮ又はＷＷＡＮであるかもし
れない。さらに、図２は単一の加入者ステーションを示しているが、無線通信ネットワー
ク２００は、さらなる加入者ステーションを有してもよい。無線通信ネットワーク２００
はまた、図２が３つのＡＰを示しているが、さらなるＡＰを有してもよい。
【００１６】
　一般に、加入者ステーション２１０は、図１に関して上述された無線電子装置の何れか
又はそれらの何れかの組み合わせであるかもしれない。加入者ステーション２１０は、ネ
ットワークインタフェース装置（ＮＩＤ）２４０、イベントレコーダ２５０、ハンドオー
バモニタ２６０、コンフィギュレーション調整手段２７０、リクエスト生成手段２８０及
びメモリ２８５を有するかもしれない。ＮＩＤ２４０、イベントレコーダ２５０、ハンド
オーバモニタ２６０、コンフィギュレーション調整手段２７０、リクエスト生成手段２８
０及びメモリ２８５は、バス２９０を介し互いに動作接続されるかもしれない。図２はバ
ス２９０を介し互いに接続される加入者ステーション２１０の１以上のコンポーネントを
示しているが、これらのコンポーネントは、他の適切な直接的又は間接的な接続（ポイン
ト・ツー・ポイント接続又はポイント・ツー・マルチポイント接続など）を介し動作可能
に互いに接続される。
【００１７】
　ＮＩＤ２４０は、受信機２４２、送信機２４４及びアンテナ２４６を有するかもしれな
い。例えば、ＮＩＤ２４０は、ネットワークインタフェースカードであるかもしれない。
加入者ステーション２１０は、受信機２４２及び送信機２４４を介しデータをそれぞれ受
送信するかもしれない。アンテナ２４６は、ダイポールアンテナ、モノポールアンテナ、
パッチアンテナ、ループアンテナ、マイクロストリップアンテナ及び／又は無線周波数（
ＲＦ）信号の送信に適した他のタイプのアンテナなどの１以上の指向性又は全方向性アン
テナを含むかもしれない。図２は単一のアンテナを示すが、加入者ステーション２１０は
さらなるアンテナを含むかもしれない。例えば、加入者ステーション２１０は、ＭＩＭＯ
（Ｍｕｌｔｉｐｌｅ－Ｉｎｐｕｔ－Ｍｕｌｔｉｐｌｅ－Ｏｕｔｐｕｔ）システムを実現す
るための複数のアンテナを含むかもしれない。
【００１８】
　イベントレコーダ２５０は、加入者ステーション２１０の１以上の移行イベントに係る
情報を記録するかもしれない。各移行イベント中、加入者ステーション２１０は、２つの
ノードの間で移行するかもしれない（例えば、１つのＡＰから他のＡＰへの加入者ステー
ション２１０のハンドオーバ又はハンドオフなど）。便宜上、“ハンドオーバ”及び“ハ
ンドオフ”という用語は、あるＡＰから他のＡＰへの加入者ステーションとの接続の移行
を表すため、本開示を通じて相互利用されるかもしれない。一例では、加入者ステーショ
ン２１０は、ＡＰ２２０のカバーエリアからＡＰ２２２のカバーエリアに移動するため、
ＡＰ２２０からＡＰ２２２へ移行又はローミングするかもしれない。さらに又はその代わ
りに、ＡＰ２２０は、加入者ステーション２１０との接続がＡＰ２２２などのＡＰ２２０
の近傍のＡＰに移行されるよう、容量をもって動作するかもしれない。このため、加入者
ステーション２１０との接続のハンドオーバは、ＡＰ２２０とＡＰ２２２との間で行われ
るかもしれない。他の例では、加入者ステーション２１０は、ＡＰ２２０からＡＰ２２４
に以降又はローミングするかもしれない。加入者ステーション２１０との接続のハンドオ
ーバは、ＡＰ２２０とＡＰ２２４との間で行われるかもしれない。
【００１９】
　ハンドオーバモニタ２６０は、加入者ステーション２１０の頻繁なハンドオーバを示す
状態をモニタする（ハードハンドオーバ、ソフトハンドオーバ、ソフタハンドオーバなど
）。一例では、ハンドオーバモニタ２６０は、ある期間内における加入者ステーション２
１０の１以上の移行イベントをモニタするかもしれない。ハンドオーバモニタ２６０は、
当該期間内に所定の回数の移行イベントが発生した場合（例えば、１分間に５回の移行イ
ベントなど）、加入者ステーション２１０の頻繁なハンドオーバを示す状態を検出するか
もしれない。例えば、ハンドオーバモニタ２６０は、当該期間内の移行イベントの回数が
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所定の閾値を超えるか判断するかもしれない。
【００２０】
　頻繁なハンドオーバを回避するため、コンフィギュレーション調整手段２７０は、送信
電力、ローミングヒステリシス、受信感度及び／又はクリアチャネル評価などの加入者ス
テーション２１０の１以上のコンフィギュレーションを調整する。一例では、コンフィギ
ュレーション調整手段２７０は、加入者ステーション２１０の頻繁なハンドオーバを示す
状態を検出することに応答して、加入者ステーション２１０のローミングヒステリシスを
調整するかもしれない。特に、コンフィギュレーション調整手段２７０は、加入者ステー
ション２１０と通信中のＡＰ（ＡＰ２２０など）から送信される信号と、加入者ステーシ
ョン２１０に無線通信サービスを提供するローミング候補ＡＰ（ＡＰ２２２など）から送
信される信号との間の信号強度の相違を決定するかもしれない。例えば、コンフィギュレ
ーション調整手段２７０は、ローミングヒステリシス閾値を増加させることによって、加
入者ステーション２１０のローミングヒステリシスを増加させるかもしれない。この結果
、加入者ステーション２１０は、１つのＡＰから他のＡＰへの移行前に、加入者ステーシ
ョン２１０により受信される信号の信号強度のより大きな相違を要求するかもしれない。
さらに、コンフィギュレーション調整手段２７０はまた、後述されるようなＡＰ２２０及
び／又はＡＰコントローラ２３０からのコンフィギュレーション情報に基づき１以上のコ
ンフィギュレーションを調整するかもしれない。
【００２１】
　リクエスト生成手段２８０は、加入者ステーション２１０の移行イベントに係る移行イ
ベント情報を含むローミング管理リクエストを生成するかもしれない。例えば、移行イベ
ント情報は、移行識別情報、移行タイムスタンプ情報、移行理由情報、ターゲット識別情
報、ソース識別情報、受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）情報、受信信号対ノイズイ
ンジケータ（ＲＳＮＩ）情報、送信電力情報、ローミングヒステリシス情報、受信感度情
報又は加入者ステーション２１０の各移行イベントに係るクリアチャネル評価（ＣＣＡ）
情報を含むかもしれない。
【００２２】
　一般に、移行識別情報は、各移行イベントを特定するかもしれない。移行タイムスタン
プ情報は、各移行イベントがいつ発生したか示すかもしれない（日時など）。移行理由情
報は、各移行イベントがなぜ発生したか示すかもしれない。ターゲット識別情報とソース
識別情報とは、各移行イベントのターゲットＡＰとソースＡＰとを示すかもしれない（タ
ーゲットＡＰとソースＡＰのＢＳＳＩＤなど）。ＲＳＳＩ情報は、各移行イベントについ
て加入者ステーション２１０におけるターゲットＡＰからの受信信号強度を示すかもしれ
ない。ＲＳＮＩ情報は、各移行イベントについて加入者ステーション２１０におけるソー
スＡＰからの受信信号対ノイズ比を示すかもしれない。
【００２３】
　送信電力情報は、各移行イベントについてターゲットＡＰとソースＡＰに加入者ステー
ション２１０から送信された信号に係る送信電力を示すかもしれない。ローミングヒステ
リシス情報は、各移行イベントについてターゲットＡＰから送信される信号とソースＡＰ
から送信される信号との間の信号強度の相違を示すかもしれない。受信感度情報は、各移
行イベントについてターゲットＡＰとソースＡＰのそれぞれから加入者ステーション２１
０により受信される信号に係る受信電力を示すかもしれない。ＣＣＡ情報は、各移行イベ
ントについてターゲットＡＰとソースＡＰのそれぞれに係るＣＣＡを示すかもしれない。
ＣＣＡ閾値は、チャネルに係る干渉及び／又はノイズからなるかもしれない。あるチャネ
ルが利用可能か判断するため、加入者ステーション２１０は、当該チャネルを介し信号に
係る受信電力がＣＣＡ閾値未満であるか判断するかもしれない。受信電力がＣＣＡ閾値未
満である場合、当該チャネルは加入者ステーション２１０が使用するのに利用可能である
かもしれない。
【００２４】
　一例では、リクエスト生成手段２８０は、コンフィギュレーション調整手段２７０が加
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入者ステーション２１０のローミングヒステリシスを調整した後、ローミング管理リクエ
ストを生成するが、ハンドオーバモニタ２６０は依然として加入者ステーション２１０の
頻繁なハンドオーバを示す状態を検出するかもしれない。このため、ＮＩＤ２４０は、ロ
ーミング管理リクエストをＡＰ２２０に送信するかもしれない。移行イベント情報に基づ
き、ＡＰ２２０は、ＡＰ２２０の１以上のコンフィギュレーションを調整するかもしれな
い。一例では、ＡＰ２２０は、ＡＰ２２０のローミングヒステリシスを調整するかもしれ
ない。ＡＰ２２０は、移行イベント情報をＡＰコントローラ２３０に転送するかもしれな
い。特に、ＡＰ２２０は、移行イベント情報を含む頻繁なハンドオーバの回避リクエスト
を生成するかもしれない。移行イベント情報に基づき、ＡＰコントローラ２３０は、加入
者ステーション２１０と通信中のＡＰ（ＡＰ２２０など）及び／又は加入者ステーション
２１０と通信中のＡＰの１以上の近傍のＡＰ（ＡＰ２２２及び／又は２２４など）の１以
上のコンフィギュレーションを調整するかもしれない。例えば、ＡＰコントローラ２３０
は、ＡＰ２２０，２２２及び／又は２２４の送信電力、ローミングヒステリシス、受信感
度及び／又はクリアチャネル評価を調整するかもしれない。
【００２５】
　さらに又はあるいは、ＡＰコントローラ２３０は、加入者ステーション２１０にある期
間内に移行イベントの回数を低減する推奨を提供するかもしれない。ＡＰコントローラ２
３０は、送信電力、ローミングヒステリシス、受信感度、クリアチャネル評価又はローミ
ングノード候補などの加入者ステーション２１０の１以上のコンフィギュレーションを調
整するため、コンフィギュレーション情報を生成する。一例では、ＡＰコントローラ２３
０は、コンフィギュレーション情報を含む頻繁なハンドオーバの回避レスポンスを生成し
、ＡＰ２２０に送信する。次に、ＡＰ２２０は、コンフィギュレーション情報を含むロー
ミング管理レスポンスを生成し、加入者ステーション２１０に送信する。コンフィギュレ
ーション情報に基づき、コンフィギュレーション調整手段２７０は、ある期間内における
移行イベントの回数を低減するため、加入者ステーション２１０の１以上のコンフィギュ
レーションを調整するかもしれない。
【００２６】
　図２に示されるコンポーネントが加入者ステーション２１０内の個別のブロックとして
示されているが、これらのブロックのいくつかにより実行される機能は、単一の半導体回
路内に統合されるか、又は２以上の個別の集積回路を用いて実現されてもよい。一例では
、受信機２４２と送信機２４４はＮＩＤ２４０内の個別のブロックとして示されるが、受
信機２４２は送信機２４４に統合されてもよい（送受信機など）。他の例では、イベント
レコーダ２５０、ハンドオーバモニタ２６０、コンフィギュレーション調整手段２７０及
び／又はリクエスト生成手段２８０は、単一のコンポーネントに統合されてもよい。さら
に、加入者ステーション２１０内のブロックのいくつかは、ネットワークインタフェース
カード（ＮＩＣ）（図示せず）に統合されてもよい。例えば、ＮＩＤ２４０、イベントレ
コーダ２５０、ハンドオーバモニタ２６０、コンフィギュレーション調整手段２７０及び
／又はリクエスト生成手段２８０は、ＮＩＣに統合されてもよい。
【００２７】
　アクセスポイント２２０，２２２，２２４は、同一の又は異なる無線通信ネットワーク
に関連付けされてもよい。以下で詳細に説明されるように、加入者ステーション２１０は
、２以上の無線通信ネットワークに同時に接続されるかもしれない。図２は、１以上のベ
ーシックサービスセット（ＢＳＳ）ネットワークを示しているが、ここに記載される方法
及び装置は、独立ベーシックサービスセット（ＩＢＳＳ）ネットワークなどの他の適切な
ネットワークに容易に適用可能である。さらに、上記具体例はＷＬＡＮに係るＡＰ及びＡ
Ｐコントローラに関して説明されたが、ここに記載される方法及び装置は、ＷＭＡＮ、Ｗ
ＷＡＮ及び／又は加入者ステーションに関する無線メッシュネットワークに係る基地局（
ＢＳ）及びＢＳコントローラに容易に適用可能である。ここに記載される方法及び装置は
、これに限定されるものでない。
【００２８】
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　一般に、ＡＰ間の加入者ステーション２１０の頻繁なハンドオーバは、加入者ステーシ
ョン２１０が１つのＡＰから他のＡＰに移行又はローミングするための再関連付け及びキ
ー再生成のため、ネットワークロードを増大させるかもしれない。さらに、加入者ステー
ション２１０の頻繁なハンドオーバは、中断を生じさせ、ＱｏＳ（Ｑｕａｌｉｔｙ　ｏｆ
　Ｓｅｒｖｉｃｅ）を低下させ、並びに／又はデータ、音声及び／若しくはビデオストリ
ームにおいてジッタを増大させるかもしれない。
【００２９】
　図３の例では、ハンドオーバ制御システム３００は、加入者ステーション（図２の加入
者ステーション２１０など）とＡＰ（図２のＡＰ２２０など）とを有するかもしれない。
ハンドオーバ制御システム３００はまた、ＡＰコントローラ（図２のＡＰコントローラ２
３０など）を有するかもしれない。あるいは、ＡＰコントローラ２３０はＡＰ２２０に統
合されるか、又はハンドオーバ制御システム３００はＡＰコントローラ２３０を有しない
かもしれない。
【００３０】
　ハンドオーバ制御システム３００を示すため、加入者ステーション２１０は、加入者ス
テーション２１０の移行イベントに係る情報を記録し、頻繁なハンドオーバを示す状態を
モニタするかもしれない。特に、加入者ステーション２１０は、ある期間内における移行
イベントの回数が所定の閾値を超えたか判断する。一例では、１分間に５回の移行イベン
トが、頻繁なハンドオーバを示すかもしれない。
【００３１】
　加入者ステーション２１０が、頻繁なハンドオーバを示す状態を検出した場合、加入者
ステーション２１０は、他のＡＰ（図２のＡＰ２２２又は２２４など）にスイッチする代
わりに、ＡＰ２２０との通信を継続するためローミングヒステリシスを増大させるかもし
れない。上述されるように、ローミングヒステリシスは、加入者ステーション２１０と通
信中のＡＰ（ＡＰ２２０など）から送信される信号と、他のＡＰ（ＡＰ２２２など）から
送信される信号との間の信号強度の差を示すかもしれない。ローミングヒステリシスを増
大させることによって、例えば、加入者ステーション２１０は、加入者ステーション２１
０がＡＰ２２０からＡＰ２２２にスイッチする前にＡＰ２２０からの信号とＡＰ２２２か
らの信号との間の信号強度がより大きくなるに従って、頻繁なハンドオーバを低減するか
もしれない。
【００３２】
　しかしながら、加入者ステーション２１０が依然としてローミングヒステリシスを増大
させた後に頻繁なハンドオーバを示す状態を検出した場合、加入者ステーション２１０は
、移行イベント情報をＡＰ２２０に転送するかもしれない。一例では、加入者ステーショ
ン２１０は、移行イベント情報を含むローミング管理リクエストを生成し、ローミング管
理リクエストをＡＰ２２０に送信する（３１０）。次に、ＡＰ２２０は、移行イベント情
報をＡＰコントローラ２３０に転送するため、頻繁なハンドオーバの回避リクエストを生
成する（３２０）。
【００３３】
　移行イベント情報に基づき、ＡＰコントローラ２３０は、ＡＰ２２０の近傍の１以上の
ＡＰ（図２のＡＰ２２２及び／又は２２４など）のコンフィギュレーションを調整する。
ＡＰコントローラ２３０はまた、ＡＰ２２０に係るローミングヒステリシスを調整する。
さらに、ＡＰコントローラ２３０は、頻繁なハンドオーバを回避する推奨を加入者ステー
ション２１０に提供する。特に、ＡＰコントローラ２３０は、頻繁なハンドオーバの回避
レスポンスを生成し、ＡＰ２２０に送信する（３３０）。頻繁なハンドオーバの回避レス
ポンスは、コンフィギュレーション情報を含むかもしれない。特に、コンフィギュレーシ
ョン情報は、ＡＰコントローラ２３０が加入者ステーション２１０に示唆する送信電力設
定、受信感度及び／又はＣＣＡ閾値に係る情報を含むかもしれない。コンフィギュレーシ
ョン情報はまた、ＡＰコントローラ２３０が加入者ステーション２１０に無線通信サービ
スのためローミング及び接続するよう示唆する１以上の候補に係る情報を含むかもしれな
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い。
【００３４】
　従って、ＡＰ２２０は、ＡＰコントローラ２３０からの頻繁なハンドオーバの回避レス
ポンスに基づき、ローミング管理レスポンスを生成する（３４０）。上述されるようなコ
ンフィギュレーション情報と候補情報とに加えて、ＡＰ２２０はまた、ローミング管理レ
スポンスにローミングヒステリシスに係る情報を含むかもしれない。すなわち、ＡＰ２２
０は、ローミングヒステリシスを調整するよう加入者ステーション２１０に推奨するかも
しれない。ＡＰ２２０からのローミング管理レスポンスに基づき、加入者ステーション２
１０は、１以上のコンフィギュレーションを調整し、及び／又は他のＡＰ（ＡＰ２２２又
は２２４など）にスイッチするかもしれない。ここに記載される方法及び装置は、これに
限定されるものでない。
【００３５】
　図４～６は、図３のハンドオーバ制御システム３００が頻繁なハンドオーバを検出及び
軽減するよう構成される一方法を示す。図４～６の具体的なプロセス４００，５００，６
００はそれぞれ、揮発性若しくは不揮発性メモリ若しくは他の大容量記憶装置（フロッピ
ー（登録商標）ディスク、ＣＤ、ＤＶＤなど）などのマシーンアクセス可能な媒体の何れ
かの組み合わせに格納される多数の異なるプログラミングコードの何れかを使用するマシ
ーンアクセス可能な命令として実現されるかもしれない。例えば、マシーンアクセス可能
な命令は、プログラマブルゲートアレイ、ＡＳＩＣ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃ
ｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）、ＥＰＲＯＭ（Ｅｒａｓａｂｌｅ　
Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　
Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）、フ
ラッシュメモリ、磁気媒体、光媒体及び／又は他の何れか適切なタイプの媒体などのマシ
ーンアクセス可能な媒体により実現されるかもしれない。
【００３６】
　さらに、図４～６のそれぞれに特定の順序のアクションが示されているが、これらのア
クションは他の時間系列により実行可能である（例えば、同時など）。再び、一例となる
プロセス４００，５００，６００は、ハンドオーバ制御システムを提供するための具体例
として図２の無線通信ネットワークに関して提供及び説明される。
【００３７】
　図４の例では、プロセス４００は、加入者ステーション２１０が１以上の移行イベント
に係る情報を記録する（図２のイベントレコーダ２５０などを介し）ことにより開始され
る（ブロック４１０）。イベントレコーダ２５０は、移行イベントに係る情報（統計量な
ど）をメモリ２８５に格納する。
【００３８】
　上述されるように、加入者ステーション２１０は、各移行イベント期間中に２つのＡＰ
の間で移行する（１つのＡＰから他のＡＰへの加入者ステーション２１０のハンドオーバ
など）。ネットワークロードを低減し、ＱｏＳを向上させるため、加入者ステーション２
１０は頻繁なハンドオーバを示す状態をモニタする。特に、加入者ステーション２１０は
、（図２のハンドオーバモニタ２６０などを介し）ある期間内における移行イベントの回
数をモニタし、移行イベントの回数が所定のハンドオーバ閾値を超えているか判断する（
ブロック４２０）。
【００３９】
　移行イベントの回数が所定のハンドオーバ閾値を超えていない場合、ブロック４１０に
戻り、移行イベントに係る情報の記録を継続する。そうでない場合、移行イベントの回数
がブロック４２０において所定のハンドオーバ閾値を超えている場合、加入者ステーショ
ン２１０は、（図２のコンフィギュレーション調整手段２７０などを介し）加入者ステー
ション２１０のローミングヒステリシスを調整すべきか判断する（ブロック４３０）。
【００４０】
　加入者ステーション２１０がローミングヒステリシスを以前に調整しなかった場合、加
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入者ステーション２１０は、（コンフィギュレーション調整手段２７０などを介し）ロー
ミングヒステリシス閾値を増大させるかもしれない（ブロック４４０）。これにより、ブ
ロック４１０に戻り、移行イベントに係る情報を記録する。
【００４１】
　ブロック４３０を参照するに、加入者ステーション２１０が以前にローミングヒステリ
シスを調整していた場合、加入者ステーション２１０は、図２のリクエスト生成手段２８
０などを介し）ローミング管理リクエストを生成する（ブロック４５０）。ローミング管
理リクエストは、移行イベント情報を含むかもしれない。上述されるように、移行イベン
ト情報は、加入者ステーション２１０の各移行イベントに係る移行識別情報、移行タイム
スタンプ情報、移行理由情報、ターゲット識別情報、ソース識別情報、ＲＳＳＩ情報、Ｒ
ＳＮＩ情報、送信電力情報、ローミングヒステリシス情報、受信感度情報又はＣＣＡ情報
を含むかもしれない。
【００４２】
　加入者ステーション２１０は、図２のＮＩＤ２４０などを介し）ローミング管理リクエ
ストをＡＰ２２０に送信するかもしれない。なぜなら、ＡＰ２２０が加入者ステーション
２１０と通信し各サービスを提供するためである（ブロック４６０）。加入者ステーショ
ン２１０は、ＡＰ２２０からのローミング管理レスポンスをモニタする（ブロック４７０
）。図５に関して以下で詳細に説明されるように、ＡＰ２２０は、加入者ステーション２
１０からのローミング管理リクエストに基づきローミング管理レスポンスを生成する。
【００４３】
　図５に戻って、例えば、プロセス５００は、ＡＰ２２０が加入者ステーション２１０か
らローミング管理リクエストを受信することにより開始される（ブロック５１０）。上述
されるように、ローミング管理リクエストは、移行イベント情報を含むかもしれない。移
行イベント情報に基づき、ＡＰ２２０は、頻繁なハンドオーバの回避リクエストを生成す
る（ブロック５２０）。特に、頻繁なハンドオーバの回避リクエストは、加入者ステーシ
ョン２１０からの移行イベント情報を含むかもしれない。頻繁なハンドオーバの回避リク
エストはまた、ＡＰ２２０の送信電力、受信感度及び／又はＣＣＡなど、ＡＰ２２０に係
る情報を含むかもしれない。ＡＰ２２０は、頻繁なハンドオーバの回避リクエストをＡＰ
コントローラ２３０に送信する（ブロック５３０）。図６に関して以下で詳細に説明され
るように、ＡＰコントローラ２３０は、ＡＰ２２０からの頻繁なハンドオーバの回避リク
エストに基づき、頻繁なハンドオーバの回避レスポンスを生成する。
【００４４】
　図６の例では、プロセス６００は、ＡＰコントローラ２３０がＡＰ２２０から頻繁なハ
ンドオーバの回避リクエストを受信することにより開始される（ブロック６１０）。上述
されるように、頻繁なハンドオーバの回避リクエストは、加入者ステーション２１０から
の移行イベント情報及び／又はＡＰ２２０からの他の適切な情報を含むかもしれない。移
行イベント情報に基づき、ＡＰコントローラ２３０は、ＡＰ２２０，２２２及び／又は２
２４などの１以上のＡＰのコンフィギュレーションを調整する（ブロック６２０）。一例
では、ＡＰコントローラ２３０は、送信電力、受信感度及び／又はＣＣＡなどのＡＰ２２
０の１以上の近傍のＡＰ（ＡＰ２２２及び／又は２２４など）のコンフィギュレーション
を調整する。
【００４５】
　ＡＰコントローラ２３０はまた、頻繁なハンドオーバを低減するため、加入者ステーシ
ョン２１０の１以上のコンフィギュレーションを調整する推奨を提供する。さらに又はあ
るいは、ＡＰコントローラ２３０は、加入者ステーション２１０が頻繁なハンドオーバを
回避できるように、加入者ステーション２１０がスイッチするローミング候補ＡＰを推奨
する。特に、ＡＰコントローラ２３０は、頻繁なハンドオーバの回避レスポンスを生成す
る（ブロック６３０）。例えば、頻繁なハンドオーバの回避レスポンスは、送信電力情報
、受信感度情報及び／又はＣＣＡ情報などのコンフィギュレーション情報を含むかもしれ
ない。コンフィギュレーション情報は、無線通信サービスのため加入者ステーション２１
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０が移行可能なローミング候補ＡＰを示すかもしれない。ＡＰコントローラ２３０は、頻
繁なハンドオーバの回避レスポンスをＡＰ２２０に送信する（ブロック６４０）。
【００４６】
　上記具体例はＡＰコントローラに関して説明されたが、プロセス６００に関して説明さ
れる機能は、ＡＰ２２０などのＡＰにより実行される。さらに、上記具体例がＷＬＡＮに
関して説明されるが、ここに記載される方法及び装置は、複数の加入者ステーションを有
する無線メッシュネットワークなどの他の適切な無線通信ネットワークにより実現可能で
ある。特に、プロセス６００に関して説明される機能は、複数の加入者ステーションの１
以上により実行される。ここに記載される方法及び装置は、これに限定されるものでない
。
【００４７】
　図５に戻って、ＡＰ２２０は、ＡＰコントローラ２３０から頻繁なハンドオーバの回避
レスポンスを受信する（ブロック５４０）。上述されるように、頻繁なハンドオーバの回
避レスポンスは、加入者ステーション２１０及び／又はＡＰ２２０のコンフィギュレーシ
ョン情報を含むかもしれない。頻繁なハンドオーバの回避レスポンスに基づき、ＡＰ２２
０は、ローミング管理レスポンスを生成する（ブロック５５０）。一例では、ローミング
管理レスポンスは、加入者ステーション２１０のコンフィギュレーション情報を含む。Ａ
Ｐ２２０は、ローミング管理レスポンスを加入者ステーション２１０に送信する（ブロッ
ク５６０）。ここに記載される方法及び装置は、これに限定されるものでない。
【００４８】
　図４のブロック４７０を参照するに、加入者ステーション２１０がＡＰ２２０からロー
ミング管理レスポンスを受信していない場合、ローミング管理レスポンスのモニタリング
が継続される。そうでなく加入者ステーション２１０がローミング管理レスポンスを受信
している場合、加入者ステーション２１０は、コンフィギュレーション調整手段２７０な
どを介し）ローミング管理レスポンスに基づき加入者ステーション２１０の１以上のコン
フィギュレーションを調整する（ブロック４８０）。上述されるように、ローミング管理
レスポンスは、加入者ステーション２１０のコンフィギュレーション情報を含むかもしれ
ない。一例では、加入者ステーション２１０は、送信電力、ローミングヒステリシス、受
信感度及び／又はＣＣＡを調整する。コンフィギュレーション情報はまた、ローミング候
補に係る情報を含むかもしれない。この結果、加入者ステーション２１０は、ハンドオー
バの頻度を低減する。ここに記載される方法及び装置は、これに限定されるものでない。
【００４９】
　上記具体例はＡＰコントローラに関して説明されたが、ここに記載される方法及び装置
は、ＡＰ内に統合されるＡＰコントローラの有無に関係なく実現可能である。再び図２，
３を参照するに、ＡＰ２２０は、上述されるように、加入者ステーション２１０から移行
イベント情報を受信する。移行イベント情報をＡＰコントローラ（図３の３２０など）に
転送する代わりに、ＡＰ２２０は、ＡＰ２２０及び／又は加入者ステーション２１０に係
る１以上のコンフィギュレーションを調整する。一例では、ＡＰ２２０は、ＡＰ２２０の
カバーエリアを拡張し、及び／又はカバーエリアの１以上の相対的に弱い部分をカバーす
るため、ＡＰ２２０の送信電力を増大させる。ＡＰ２２０はまた、加入者ステーション２
１０が他のＡＰ（図２のＡＰ２３０又は２４０など）にスイッチする代わりにＡＰ２２０
に留まるように、加入者ステーション２１０のローミングヒステリシスを増大させる。Ａ
Ｐ２２０はまた、加入者ステーション２１０に係る１以上のコンフィギュレーションを調
整する推奨を提供するかもしれない。例えば、ＡＰ２２０は、加入者ステーション２１０
に係る送信電力、受信感度及び／又はＣＣＡを調整する推奨を提供する。
【００５０】
　さらに、上記具体例はＷＬＡＮに関して説明されたが、ここに記載される方法及び装置
は、ＷＰＡＮ、ＷＭＡＮ、ＷＷＡＮ及び／又は無線メッシュネットワークなどの他の適切
なタイプの無線通信ネットワークにより実現可能である。
【００５１】
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　図７は、ここに記載される方法及び装置を実現するよう構成される一例となるプロセッ
サシステム２０００のブロック図である。プロセッサシステム２０００は、デスクトップ
コンピュータ、ラップトップコンピュータ、携帯コンピュータ、タブレットコンピュータ
、携帯情報端末（ＰＤＡ）、サーバ、インターネットアプライアンス及び／又は他の何れ
かのタイプの計算装置であるかもしれない。
【００５２】
　図７に示されるプロセッサシステム２０００は、メモリコントローラ２０１２と入出力
（Ｉ／Ｏ）コントローラ２０１４を含むチップセット２０１０を含む。チップセット２０
１０は、メモリ及びＩ／Ｏ管理機能と共に、プロセッサ２０２０によりアクセス可能又は
使用される複数の汎用及び／又は特定用途レジスタ、タイマーなどを提供するかもしれな
い。プロセッサ２０２０は、１以上のプロセッサ、ＷＰＡＮコンポーネント、ＷＬＡＮコ
ンポーネント、ＷＭＡＮコンポーネント、ＷＷＡＮコンポーネント及び／又は他の適切な
処理コンポーネントを用いて実現される。例えば、プロセッサ２０２０は、Ｉｎｔｅｌ（
登録商標）ＣｏｒｅＴＭ技術、Ｉｎｔｅｌ（登録商標）Ｐｅｎｔｉｕｍ（登録商標）技術
、Ｉｎｔｅｌ（登録商標）Ｉｔａｎｉｕｍ（登録商標）技術、Ｉｎｔｅｌ（登録商標）Ｃ
ｅｎｔｒｉｎｏＴＭ技術及び／又はＩｎｔｅｌ（登録商標）ＸｅｏｎＴＭ技術の１以上を
用いて実現可能である。他の例では、プロセッサ２０２０を実現するため他の処理技術が
利用可能である。プロセッサ２０２０は、第１レベル統合キャッシュ（Ｌ１）、第２レベ
ル統合キャッシュ（Ｌ２）、第３レベル統合キャッシュ（Ｌ３）及び／又は他の何れか適
切なデータを格納する構成を用いて実現するのに利用可能である。
【００５３】
　メモリコントローラ２０１２は、プロセッサ２０２０が揮発性メモリ２０３２及び不揮
発性メモリ２０３４を含むメインメモリ２０３０をバス２０４０を介しアクセス及び通信
することを可能にする機能を実行する。揮発性メモリ２０３２は、ＳＤＲＡＭ（Ｓｙｎｃ
ｈｒｏｎｏｕｓ　Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＤＲ
ＡＭ（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＲＤＲＡＭ（Ｒ
ＡＭＢＵＳ　ＤＲＡＭ）、ＳＲＡＭ（Ｓｔａｔｉｃ　ＲＡＭ）及び／又は他の何れかのタ
イプのランダムアクセスメモリ装置により実現可能である。不揮発性メモリ２０３４は、
フラッシュメモリ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌ
ｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）及び／又は他の何れか所望のタイプのメモリ装
置により実現可能である。
【００５４】
　プロセッサシステム２０００はまた、バス２０４０に接続されるインタフェース回路２
０５０を含む。インタフェース回路２０５０は、イーサネット（登録商標）インタフェー
ス、ＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）、３ＧＩＯ（Ｔｈｉｒｄ　Ｇ
ｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｉｎｐｕｔ／Ｏｕｔｐｕｔ）インタフェース及び／又は他の何れか
適切なタイプのインタフェースなどの何れかのタイプのインタフェース規格を用いて実現
可能である。
【００５５】
　１以上の入力装置２０６０が、インタフェース回路２０５０に接続される。入力装置２
０６０は、個人がデータ及びコマンドをプロセッサ２０２０に入力することを可能にする
。例えば、入力装置２０６０は、キーボード、マウス、タッチ反応ディスプレイ、トラッ
クパッド、トラックボール、イソポイント及び／又は音声認識システムにより実現可能で
ある。
【００５６】
　１以上の出力装置２０７０がまた、インタフェース回路２０５０に接続される。例えば
、出力装置２０７０は、表示装置（例えば、ＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄ
ｉｓｐｌａｙ）、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、ＣＲＴ（
Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）ディスプレイ、プリンタ及び／又はスピーカーなど
）により実現可能である。インタフェース回路２０５０は、特にグラフィックドライバカ



(16) JP 4921554 B2 2012.4.25

10

20

30

ードを含むかもしれない。
【００５７】
　プロセッサシステム２０００はまた、ソフトウェア及びデータを格納する１以上の大容
量記憶装置２０８０を有する。このような大容量記憶装置２０８０の具体例として、フロ
ッピー（登録商標）ディスク及びドライブ、ハードディスクドライブ、コンパクトディス
ク及びドライブ、並びにＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｋ）及び
ドライブなどがあげられる。
【００５８】
　インタフェース回路２０５０はまた、ネットワークを介し外部コンピュータとのデータ
のやりとりを実現するためのモデムやネットワークインタフェースカードなどの通信装置
を含むかもしれない。プロセッサシステム２０００とネットワークとの間の通信リンクは
、イーサネット（登録商標）接続、デジタル加入者線（ＤＳＬ）、電話線、携帯電話シス
テム、同軸ケーブルなどの何れかのタイプのネットワーク接続であるかもしれない。
【００５９】
　入力装置２０６０、出力装置２０７０、大容量記憶装置２０８０及び／又はネットワー
クへのアクセスは、Ｉ／Ｏコントローラ２０１４により制御される。特に、Ｉ／Ｏコント
ローラ２０１４は、プロセッサ２０２０が入力装置２０６０、出力装置２０７０、大容量
記憶装置２０８０及び／又はネットワークとバス２０４０及びインタフェース回路２０５
０を介し通信することを可能にする機能を実行する。
【００６０】
　図７に示されるコンポーネントは、プロセッサシステム２０００内の個別のブロックと
して示されているが、これらのブロックのいくつかにより実行される機能は、単一の半導
体回路内に統合されるか、又は２以上の個別の集積回路を用いて実現されるかもしれない
。例えば、メモリコントローラ２０１２及びＩ／Ｏコントローラ２０１４がチップセット
内の個別のブロックとして示されるが、メモリコントローラ２０１２とＩ／Ｏコントロー
ラ２０１４は、単一の半導体回路内に統合されるかもしれない。
【００６１】
　特定の例による方法、装置及び製造物が説明されたが、本開示のカバー範囲はそれに限
定されるものでない。本開示は、添付した請求項の範囲内に属するすべての方法、装置及
び製造物を文言的又は均等論の下でカバーする。例えば、上記開示が特にハードウェア上
で実行されるソフトウェア又はファームウェアを含むシステムを開示するが、このような
システムは、単なる例示であり、限定的に解釈されるべきでないことに留意されたい。特
に、開示されるハードウェア、ソフトウェア及び／又はファームウェアコンポーネントの
何れか又はすべてが、ハードウェア単独、ソフトウェア単独、ファームウェア単独又はハ
ードウェア、ソフトウェア及び／又はファームウェアの組み合わせにより実現可能である
ことが想定される。



(17) JP 4921554 B2 2012.4.25

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】 【図５】

【図６】



(18) JP 4921554 B2 2012.4.25

【図７】



(19) JP 4921554 B2 2012.4.25

10

フロントページの続き

    審査官  望月　章俊

(56)参考文献  特開２００５－０３３５７５（ＪＰ，Ａ）
              特表２００７－５２９９３９（ＪＰ，Ａ）
              国際公開第２００５／０９１６６５（ＷＯ，Ａ１）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              H04W4/00-H04W99/00
              H04B7/24-H04B7/26


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

